
新春町民交歓会
　田島地域では1月4日、西部地域では1月5日行われまし
た。田島地域の新春交歓会は毎年、南会津町と商工会が合
同で開催しています。会場には地域の事業者や各地区の区
長さんなどおよそ140人が集まりました。町民憲章の唱和や
町民の歌のあと、関係者が挨拶しました。
◆大宅町長は、昨年は東武特急の乗り入れや豪雨災害か
らの着実な復旧、町新庁舎の完成と大きく動きのある年でし
た。今年はこれまで以上に商工業農業分野への支援、介護
対策など、多くの課題を町民の皆さんと協働で実現させた
いと挨拶。
◆渡部商工会長は、小規模事業者への支援を続けていきま
す。中心市街地の活性化へ力を入れたいと挨拶。
◆五十嵐議長は、町政課題の解決に向け町民の声を聴い
て誠心誠意尽くしたいと挨拶。
◆大谷南会津地方振興局長は、東武特急田島駅乗り入れ
や管内太鼓グループの活躍、駒止湿原への入山がバスによ
り開始されたことなどを挙げ、今後も更なる支援をと挨拶。
◆星県議は、会津縦貫南道路など新しい事業の情報を提
供しました。
　訪れた町民らは、今年1年、課題を解決し良い年に、と期
待を寄せ互いに挨拶を交わしていました。

　田島祇園祭年初めの行事
「お党屋お千度参り」
　1月13日行われました。今年の当番党屋は
東町。党本は室井秀明さんと猪股淳さん。
この日は10人の党屋組が参加しました。
　神社では入口の手水やの冷たい水で手と口を清めな
がら神殿と手水やを何度も往復しながら「今年の祭がつ
つがなく進むよう」祈りました。13日は朝から冷え込み、お
参りの午後3時過ぎは氷点下。手水やの水は、いっそう冷
たく感じました。お千度参りのあとは、恒例の大杯回し。酔
い止めと言われる秘薬を飲んで大杯回しに臨みます。初
めて参加した若者二人も見事大杯を飲み干しました。後
半は盃が更に大きく変わり、「おんさんやれかけろー」の掛
け声は更に大きく。最後にお立ち酒をいただき田出宇賀
様から熊野様へ。
　ＮＰＯ法人「はいっと」では、今年も
「神社の参道を明るく」とローソクを
灯しました。雪の中ではあたたかな
「あかり」がともっていました。

文化財防火訓練
　毎年1月26日は文化財防火デーです。文化財防
火デーは昭和24年に世界最古の木造建造物であ
る、法隆寺の壁画が焼失したことがきっかけで、昭和
30年に定められました。この防火デーにちなんで南
会津町でも毎年町内の貴重な文化財を対象に文化
財防火訓練を行っています。　
　1月28日、田島地域では福米沢の常楽院で行わ
れました。常楽院では鉄製の灯篭とマリア観音が町
の文化財に指定されています。訓練には檜沢地区で
ある第2分団2部3部4部の3つの団が参加。
　現場の道路の両側は雪の壁に覆われていました。
寺までの道路が狭い事や坂である事から、消防車
が寺の近くまで入る事が出来ないと判断し計画を変
更。訓練は、ホースを何本もリレーし放水を行う事に
なりました。午前10時、訓練が始まると隊員らはホー
スを持ち迅速に走りホースをつないでいき、放水が
行われました。福米沢の児山区長は「みんなが親し
んでいる寺で訓練をしていただいた、私たちも常に
気をつけたい！」と感想を述べました。星支団長は
「計画の変更に良く対応できた」と話していました。

「無事かえる！」　
「安全運転お願いします」
　交通安全荒海支部では毎年「無事帰ること」を願
い、「かえるの雪像」を製作しています。今年は1月28
日に雪像づくりが行われました。荒海駐在所前に雪
を集め、およそ2時間で完成。かえるは交通安全を願
い国道を見つめています。
　湯田支部長は「支部員は皆はりきって集まってくれ
ます。仕事も速い！かえるを見て無事家に帰って欲し
い」と話していました。
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